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第 l 章第 1 節では，縦隔壁の応力分布に関する問題の解析方針を明らかにするとともに，問題をせ
ん断遅れのみの生ずる問題と曲げのみの生ずる問題に分離してとり扱い基礎方程式を導いた。第 2節
では船体に均一曲げモーメ Y トが作用する場合の解を，第 3 節では船体に等分布荷重が作用する場合
の解を導き数値計算に便ならしめた。第 4 節では水平防とう材で補強された平板縦隔壁へ本理論を拡




























一最後に，総括では第 1 章，第 2 章の結果を要約して述べた。
論文の審査結果の要旨
本論文は船体縦隔壁の油槽船縦強度に対する有効性についての研究結果をまとめたもので，緒言，
第 1 章，第 2 章および総括とよりなっている。
緒言では本研究に関係のある船体上部構造や縦隔壁の応力分布に関する実験的ならひ、に理論的研究
に関して，これまで発表された諸論文について述べ，特に縦隔壁についてはそれぞれの研究につい




























総括では第 1 章および第 2 章の結果を要約して述べている。
本論文は油槽船の縦隔壁が船体の縦強度に及ぼす効果について，実船の構造にもとづいてなされた
研究であり，横隔壁，プラツケット，横助骨などの影響にし、たるまで詳細に究明されている。したが
って今後ますます大型化の傾向をもっている油槽船の設計に対し貴重な示唆を与えるものであり，工
業均Iこも学術的Jこも貢献するところが大きし、。よって本論文は博士論文として充分価値あるものと認
める。
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